
運 営 推 進 会 議事録 

 

 

 

開催日  平成 31年 3月 20日（金） 13：30～15：00  

 

場 所  生活介護リハビリセンター吉田事業所 2階事務室 

 

参加者   区長様        欠 席          民生委員様            欠 席 

長野市      青沼 様          吉田包括支援センター  中澤 様 

利用者家族様  欠 席           ㈱ワンライフ          小林相談員 様  

  当事業所職員   北澤真吾 吉家悟司 

 

 

次 第 

 

 

１． 開会の挨拶  

 

２． 出席者の紹介 

 

３． 当事業所 運営状況報告  （資料① 参照） 

 

４． 実地指導の結果について  （資料② 参照） 

 

５． 来年度の研修計画     （資料③ 参照） 

 

    ６．  事故報告         （資料④ 参照） 



資料 ① 

 

◆運営状況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 ② 

【実施指導の結果】 

 

平成 31年 2月 7日 実施 

 

 市から 2名、当社 2名出席 

 

 

口頭での指導 

 

 

 ①個別機能訓練Ⅱ 目標について 

 

  計画書・モニタリング・アセスメントは 

  きちんとできているが、目標について 

  個別機能訓練Ⅱの要件とズレがある。 

  個別機能訓練Ⅱは、身体機能そのものの回復を 

  主たる目的とする訓練ではなく、残存する身体 

  機能を活用して生活機能の維持、向上を図り 

  利用者が居宅において可能な限り自立して 

  暮らし続けることを目的として実施する。 

  となっている。当社のリハビリは、身体機能 

  そのものの回復についてメインになっている。 

 

 

  → 再度、リハビリ職員と基準を確認、勉強会を実施し、今後の目標設定について個別機能訓練Ⅱ 

の要件に沿うように、対応していく。 

 

 

 

 ②ヒヤリハットについて 

 

  「事故報告書」１つの様式のみになっているので、ヒヤリハット、事故報告書を分ける方がよい。 

  ヒアリハットをきちんと把握することによって、大きな事故を防ぐ。 

 

   → 様式の見直しを行い、より職員が提出しやすいように工夫する。 

 

 

 

 



資料 ③ 

 

職員研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の研修実績を基に、業務に直結する内容を主に計画を作成しました。現場の方が意外に知らない、 

自分の施設の施設基準・加算要件について昨年に続き今年も取り入れた。 

 

 

先日の実施指導で、個別機能訓練Ⅱの認識について口頭で指導があった為、31年度は、各種加算に 

ついて、正しい知識を持ち、それを業務につなげられるように、加算についての研修を追加した。 

 

 

 

外部の研修に参加できていない状況があるため、31年度は上記社内研修に加え外部の研修にも 

参加できるようにしたい。 

 



資料 ④  

 

事故報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  実地児童より改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


